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頭
マ)

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
平
成
七
年
の
新
春
を

迎

え
謹
ん
で
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
我
が
国
は
、
引
き
続
く

経
済
の
停
滞
と
政
党
政
治
の
連
立
・

再
編
か
ら
政
界
再
編
成
へ
の
動
き

な
ど
も
活
発

化
し
た
中
で
、

官
民

を
問
わ
ず
厳
し
い

一
年
と
な
り
ま

し
た

。

ま
た
、
対
外
的
に
も
国
際

社
会
に
お
け
る
我
が
国
の
果
た
す

べ
き
役
割
等
に
つ
い
て
議
論
さ
れ

た

一
年
で
も
あ
り
ま
し
た

。

重
信
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨

年
の
異
常
渇
水
に
よ
り
、
七
月
渇

水
対
策
本
部
を
設
置
し
、
農
業
用

水
の
確
保
と
と
も
に
、
飲
料
水
の

供
給
に
努
め
ま
し
た
が

、

九
月
に

は
町
内
の

一
部
で
も
断
水
を
余
儀

な
く
な
さ
れ
、
皆
様
方
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
と
こ
ろ
で
あ

ちが、

、.

、 h

あ

~ 

つ

桔t:A J口

重信町長

和田

り
ま
す

。
十
月
に
入
っ
て
よ
う
や

く
ま
と
ま
っ
た
降
雨
に
よ
り
ま
し

て
、
渇
水
対
策
本
部
は
解
散
致
し

ま
し
た
が
、
引
き
続
き
水
の
安
定

確
保
に
努
め
て
参
り
た
い

と
有
じ

ま
す

。

ま
た
、
十

一
月
に
は
、
四
国
縦

寅
自
動
車
道
が

川
内
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
ま
で
延
び
て
参
り
ま
し
て
、

本
町
に
と
り
ま
し
で
も
名
実
と
も

に
高
速
交
通
時
代
を
迎
え
、
産
業

の
振
興
は
も
と
よ
り
本
町
の
飛
躍

発
展
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
昨
年
も
色
々
な
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
迎
え
ま

す
平
成
七
年
が
希
望
あ
ふ
れ
る
年

と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
致
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。

町
政
の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
は
、

高
齢
化
社
会
に
備
え
、
デ
イ
サ
|

ビ
ス

事
業
を
始
め
と
す
る
各
種
老

人
福
祉
施
策
を
実
施
致
し
て
お
り

ま
す
。

西
岡
の
総
合
運
動
公
園
は
平
成

十

一
年
の
完
成
に
向
け
、
引
き
続

き
工
事
を
進
め
て
お
り
、
野
田
地

区
の
土

地
区
画
整
理
事
業
に

つ
き

ま
し
で
も
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま

し
て
、
順
次
家
屋
の
建
設
が
進
ん

で
お
り
ま
す

。

ま
た
、
重
信
町
止
地
開
発
公
社

に
よ
る
工
業
団

地
に
つ
き
ま
し
て

は
、
人
出
企
業
も
進
出
し
、
工
場

等
の
建
設
が

槌
音
も

高
く
次
々
と

進
め
ら
れ
て
い
ま
す

。

さ
ら
に
、
昨
年
か
ら
着
手
検
討

を
始
め
ま
し
た
生
活
排
水
対
策
に

つ
き

ま
し
で
も
、
ご
み
処
理
対
策

と
と
も
に
強
力
に

推
進
し
て
い
く

予
定
で
ご
ざ
い
ま
す

。

本
年
も
引
き
続
き
大
型
建
設

事

業
を
進
め
る
ほ
か
、
住
民
福

祉
の

向
上
を
め
ざ
し
、
町
民
の
皆
様
方

の
ご
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
、
そ

し
て

町
民
の
皆
様
の
ご

協
力
を
項

き
な
が
ら
き
め
細
か
い
行
政
を
推

進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す

。

町
民
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す

。
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通
の
よ
う
で
す

。

し
か
し
日
本
で

一

'

J
応
凡
与
J
L

固

は
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を

山
し
て

叫

一

緑
川
監

も
さ
り
に
年
賀
状
を
出
す
と
い

一

+

l
A

川
W
1
1
4
4

う

人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

+

叫
年
賀
状
は
、
元
旦
の
楽
し
み
で
う
か

。

日
本
人
は
年
賀
状
を
年
頭

一

e
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
か
ら
送
ら
れ
の
大
切
な
あ
い
さ
つ
と
考
え
て
い

，

e
て
き
た
年
賀
状
を
、
ゆ
っ
く
り
と
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

e

んこ
た
つ
に
入
っ
て
見
る
人
も
多
い
年
賀
郵
便
の
取
り
扱
い
が
は
じ

ん

干
で
し
ょ
う

。

年
賀
郵
便
特
別
取
扱
ま
っ
た
の
は
、
明
治
三
十

二
年
で
e

一制
度
に
よ

っ
て
、
正
旦
に
年
賀
状
す
。
昭
和
十
年
に
は
、
年
賀
切
手

一

一が
各
家
庭
に
配
達
さ
れ
る
の
で
も
発
行
さ
れ
ま
し
た

。

戦
中
戦

和

一す
。
後
は
年
賀
郵
便
の
取
り
扱
い
が

一

欧
米
で
は
ク
リ

ス
マ
ス
カ

l

中
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和

こ

ん

一ド
に
ハ

ッ
ピ
ー

-

一
一
ュ1

・

イ
十

三
年
に
復
活
し
、
翌
年
に
は

一

一ャ
ー
の
言

葉
を
添
え
る
の
が
普
お
年
玉
っ
き
年
賀
は
が
き
も
出

一
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
制
か
し
い
新
春
を

迎
え
る
に
あ
た
り

、
謹
ん
で
ご
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
激
動
の
年
で
、
特
に

国
政
の
場
で
は
、
選
挙
制
度
改
革

法
案
が
回
全
を
通
過
し
、
新
た
に

小
選
挙
区

比
例
代
表
並
立
制
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
政
界
再
編
成
が
進
行

致
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
政
治
に
対
し
て
は

様
々
な
不
信
感
が
国
民
の
関
心
を

薄
く
さ
せ
、
政
治
離
れ
は

一
層
進

行
し
た
の
で
は
な
い
か
と
、
心
配

を
し
て
お
り
ま
す

。

ま
た
、

一
般
人
ま
で
が
標
的
に

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
銃
汚
染
の

進
行
な
ど
犯
罪
が
凶
悪
化
す
る
な

ど
、
私
達
の
日
常
生
活
が
よ
り
大

1 3 ・Jrιけめよ;

あ
、 h

み

-:J 

操

重信町議会議長

丹生谷

き
な
不
安
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。そ

し
て
、
私
達
に
と

っ

て
最
も

身
近
な
問
題
と
し
て
、
皆
様
の
脳

裳
に
も
い
ま
だ
に
焼
き
つ
い
て
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
初
夏
か

ら

秋
に
か
け
て

の
異
常
渇
ぷ
が
挙

げ
ら
れ

、

い
か
ん
と
も
し
が
た
い

異
常
気
象
は
本
当
に
大
き
な
苦
痛

を
も
た
ら
し
、
ま
た
警
鐘
を
投
げ

か
け
ま
し
た
。
水
の
あ
り
が
た
さ

を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
、
今
後
の
行

政
に
お
い
て
対
策
が
必
歪
で
あ
り

ま
す
。

社
会
・

経
済
情
勢
は
国
際

化
、
高

齢
化
が
よ
り
進
展
し
、
更
に
長
引

く
不
況
に
対
応
す
る
た
め
に
、
行

政
に
対
す
る
需
要
は
益
々
複
雑
多

様
化
と
な

っ
て
お

り
ま
す
が
、
そ

れ
に
報
い
る
た
め
に
は
、
活
力
あ

ふ
れ
る

地
域
づ
く
り
、
思
い
や
り

行
政
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す

。
我
が
重

信
町
に
お
き
ま
し
て

は
、
時
代
の
潮
流
と
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
と
ら
え
行
政
需
要
に
対
応
す

る
た
め
、
総
合
開
発
計
画
を
基
に

主
要
町
道
の
改
良
、
総
合
公
闘
の

整
備
、
土

地
区
画
撃
理
の
推
進
、

ほ
場
整
備
事
業
、
水
資
源
対
策
な

ど
、
さ
ら
に
高
齢

化
社
会
に
向
け

て
の
福
祉
事
業
の
推
進
な
ど
あ
ら

ゆ
る
方
面
に
お
い
て
積
極
的
に
推

進
し
て
お
リ
ま
す

。

今
後
も
新
し
い
時
代
に
対
応
し

た
地
域
づ
く
り
の
た
め
研
讃
に
努

め
、
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
や

、

福
祉
の
充
実
、
産
業
の
振
興
、
温

か
な
教
育
文

化
の
向
上
を
図
り
活

力
あ
る

町
勢
進
展
の
た
め
遁
進
致

し
た
く
、
決
意
を
新
た
に
し
て
お

り
ま
す

。

近
年
の
町
行
政
に
対
す
る
需
要

は
益
々
増
大
し
て
お
り
ま
す
が
、

最
善
を
尽
く
し
町
民
の
信
頼
と
負

託
に
応
え
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
と
ご
協
力

を
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様

方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら

祈
念
致
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す

。

一て
、
年
賀
状
の
扱
い
も
急
激
に
出
す
人
も
い
ま
す
。
外
国
に
単

一

-増
え
ま
し
た

。

身
赴
任
を
し
て
い
て
、
日
本
に

守

一
最
近
は
、
家
族
な
ど
の
写
真
戻
っ
て
こ
ら
れ
な
い
お
父
さ
ん

守

山を
年
賀
状
に
す
る
の
も
流
行
し
に
、
子
供
か
ら
の
か
わ
い
い
絵

小

一て
い
ま
す

。

ま
た
、
ワ

ー
プ
ロ
入
リ
の
年
賀
状
を
送
る

の
も
い

一

一を
使
っ

て
自
分
で
年
賀
状
の
文
い
で
す
ね

。

­

ピ
円
十
を
作っ
た
り
、
あ
て
名
印
刷

一
月

二
十
六
日
は
、
「
文
化
財
一

一機
能
を
使

っ

て
、
住
所
を
印
刷
し
防
火
デ
|

」
で
す

。

こ

の
日
を
機

一

一て
出
し
た
り
す
る
人
も
増
え
て
い
全
に
国
民
の
財
産
で
あ
る
文

化
財

一

いま
す
。
の
大
切
さ
を
考
え
、
火
災
か
ら
守

一

い
と
こ
ろ
で
、
外
国
に
住
む
家
版
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す

。

一

二
、
友
人
な
ど
か
ら
も
、
元
旦
に
年

、
ト
ト

\

」
円
邑

h
-
'V
叫
ヘ
歪
耳
一

e

仙
賀
状
が
届
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

、
:

υ殆
診
ヰ
一
千
+
韮
吋

戸
、
nu

u一
巡
司g
E
と
』

e

ト
な
か
に
は
ホ

l

ム
・

フ
ア
ク
シ
ミ

d
l
\
話
一
叩
一
ヨ
ヨ

d
a
u「d
μ
3
5
'
五
4
E

e

一リ
を
利
用
し
、
時
差
を
計
算
し
て

、
1
仇
民
〓
日
掛

t
F

占

e

d
至
了+
--
2
T
+
-
一
考
4
-一

品
-一
石
言
。

一
一
宅
O

-a包τ+

一-
2
τ
+

一号
4

一-一呈宮
で企
!
+

--S
Z
Z
9

主
申

一
考骨

も
+

毛
骨

き
企
:

-
+

-一i

h

重
平

信成 』

町 主 脊
議

会

迎

フじ
日

敏群幾良高久清

江茂通雄司八一繁敏春

議

貝

諸大松石藤高山松野 i度

伏森下丸田橋内下ヰI m� 

丹
生
谷

主
伯
浜
田
八
木
主
伯
佐
伯
平
岡

高
須
賀

大
西
窪
田

ル
凡

ル
叫司
，

昌 卯 正

行靖徳徳収箪強延郎夫操

議
長

副
議
長

議
員

" " 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

静隆

" 

一 千 →， .

(宵疋 1文

" 

" " 

" 



τ立ι'1'iあふ-:. 4 ・

正
し
い
確
定
申
告
を

お
早
め
に

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て

来
ま
し
た
。

所
得
税
の
確
定
申
告
は

一
一
月
十
六
日
制j

三
月
十
五
日
附

と
な

っ

て
い
ま
す

。

所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
正

し
く
所
得
を
計
算
し
、
税
金
を
計

算
し
て
納
付
す
る
申
告
納
税

制
度

を
と

っ

て
い
ま
す

。

所
得
金
傾
や
税
額
を
正
し
く
計

算
し
、
申
告
と
納
税
は
期
限
内
に

お
済
ま
せ
下
さ
い

。

申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す

と
、
税
務
署
の
窓
口
は
大
変
混
雑

し
、

落
ち
着
い
て
相
談
か
で
き
な

か
っ

た
り
、
長
時
間
お
待
た
せ
す

る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん

。

で
き
る
だ
け
税
務
署
か
ら
指
定
さ

れ
た
相
談
日
に
、
そ
の
他
の
方
も

で
き
る
だ
け
早
め
に
申
告
を
お
済

ま
せ
下
さ
い

。

確
定
申
告
を
す
る
と
き
に
、
あ

わ
て
な
い
で
済
む
よ
う
に
、
今
か

ら

必
要
書
類
な
ど
を
準
備
し
て
お

主
」
ヰ
干
し

ょ
、
つ
。

O

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人

①
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
傾
が

基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養

控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
鮪

，

を
超

え
る
人

②
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
、
給
与
の

年
収
が

一
千
五
百
万
円
を
超
え
る

人
や
、
給
与
所

得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
が
二
十
万
円
を
超
え
る

人
な
ど
で
す
。

山
立
川書
の
書
き
方
な
ど
、
分
か

り
に
く
い
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、

税
務
特
や
税
務
相
談
室
に
ご
相
談

ド
さ
い

。

な
お
、
贈
与
税
の
巾
告
は

二
月

一
日
附
か
ら
三
月
十
五
日
制
ま
で
、

個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
申
告
期

限
は

三
月

三
十

一
日
幽
で
す

。

1 月の納税
町県民税第 4 期

国民健康保険税第7期

1 月 31 日伏)納税期限

町
県
民
税
の
申
告
書
は
、
平
成

六
年
中
の
所
得
を
平
成
七
年
一
月

一
日
に

居
住
し
て
い
た
市
町
村
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

提
出
期
限
は
平
成
七
年
三
月
十
五

日

で
す

。

申

告
を
適
正
に
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
左
の
日
程
表
の
と
お
り

職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
(
指
定

地
区
以
外

の
方
で
も
相
談
に
応
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
)
な
お
、
所

得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ

た
方
は
、
町
県
民
税
の
・
巾
告
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん

。

町県民税申告相談日程表

相談 fI 指定地区 相誠会場

2 月 22 日制 志津川

2 月 23 日(柑 田窪北
重信町農村環境改善センター

2 月 24 日(翁 田窪南

2 月 27 R 閃) 見奈良

2 n 28 FI (刈 山之内 ・樋口

3 月 l 日や附 横河原 jA iJ1 信北六-) 1' 支所

3 月 2 ~l (木) 西岡

3 月 3 日働 午i剤 - '1ニ j期団地 ・ J~熔台
jA Æ:fti-p十H' ;"-)Iプ支，iJí

3 月 6 日(月) 同1野田 ・ 北野田

3 月 7 r~ (刈 T林
jA )原信拝志支所

3 月 8 FI (利 上林・卜十l

3 月 9 日(利

3 月 10 1-1 (伽

3 月 13 日(J:J)
予 備 日

11ï:信回]農村環境改善センター
(全町)

3 月 14 日(火j

3 月 15[-1 (村

松山東塁手聖気持

ノモ司 s、キL、 a--C 1..71 .，;・寺予νヘーν
~けん銃のない安全な社会をめざして~

lii近、けん銃の発砲事件が.fll次 ぎ、社会lin組と なって いま す。
けん銃の押収対象は、ほとんどがJ兵 力団ですが、恭力団以外から
の引M9. i_，.tくあり、けん銃使用の危険性はより i171 くな っ ています。
けんHLの拡散傾向は顕'i"iーであり、このままでは治安の根幹をゆ

るがす こ とにもな ります。
塁手 事長ーでは、 取締リを強化し、けんHLの恨絶をめさ'し ていま す。
けん銃に |射する情報があリ ましたら、 lÎ~~ りの符察、交採など

にご一部 くださ い。

第二110番 fi0120(31)9110 

ft41-6279 

午前9時~午後3時

予約申込先

牛灘JMUSEUM 催し物案内
1/11~1129 NEW YEAR'S CARD EXHI印TION

2/ 1~2/12 宮本政明個展
2/15~2126 五人展

閉店í~r時間午前11時~午後6時
休館日がありますのでお問 L 、合せ下さい。

fi64-8808{牛洲ミュージアム)

fi64- 4883{早崎)

法律扶助協会愛媛県支部

受付時間



重
信
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、

健
康
づ
く
り
推
進
大
会
(
平
成
六

年
十
一
月
二
十
七
日
開
催
)
に
お

い
て

三
年
間
(
平
成
三
年
度
か
ら

平
成
五
年
度
)
と
一
年
間
(
平
成
五

年
度
)
医
療
機
関
で
受
診
せ
ず
、
か

つ
保
険
税
を
完
納
さ
れ
た
八
十
四

世
帯
を
健
康
優
良
家
庭
と
し
て
表

彰
し
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
世
帯
主
の
方
は
、

次
の
と
お
り
で
す

。

三
年
間
無
受
診

{樋
口
】
{

田
窪
}

田
中
理
悪
子
東
久
子

増
田
ヒ
ナ
子
高
須
賀
シ
ズ
ヱ

和
田
光

子

大
内
千
鶴
子

{横
河
原

】
{

牛
測
}

山
内
清
満
上
野
イ
マ

子

土
居
ハ
ル
子

【北
野
田

}

一
橋
千
代
子
森
悌

二
郎

{志
津

川
}

八
塚
祐

一

菅
野
欽
志
郎

【上
林
}

{西
岡
}

渡
部
ア
キ
ヨ

長
田
武
彦

【下
林
}

{見
奈
良
}

杉
尾
寛

池
川

信
子

{上
村
}

秋
山
喜
美
恵
津

川
カ
メ

ヨ

. 5 ・すι4すめぶ
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一
年
間
無
受
診

{
山之
内
}

秋
山
満
房

和
田
敏

【樋
口
}

岡
宮
正
美

恒
岡
多
喜
男

藤
田
勉

渡
辺
ハ
ツ

和
田
利
行

細
見
明
弘

{横
河
原

}

時
松
厚
男

二
宮
和
子

細
川

高

一

渡
部
祐
司

山
口
ヨ

リ

子

菅
喜
久
雄

高
市
早
苗

二
宮

悟

岡
本
良

一

高
須
賀
光
子

越
知
馬
未

【志
津

川
}

池
川

柳
太

山
本
順
子

{西
岡

}

宮
本
ス
ム

渡
部
鈴
子

{見
奈
良

}

池
川

和
美

野
中
拓
志

石
崎
博
嗣

小
崎
昭

二

高
岡
貞
男

章

龍

【田
窪
}

坂
本
温
雄

松
田
時

子

山
之
内
耕
二

渡
部

嘉
照

相
原
喜
美
子

日
野
保
利

菅
礼
子

柳
原
イ
ツ
カ

{牛
洲
}

戒
能
秀
之

中
田
贋
貞

和
田
慶

三

正
岡
卓
憲

三
好
操

大
森
万
喜
子

宇
都
宮
輝
明

浅
海
久
子

田
和
八
重
子

新
宮
冬
子

川
洲
奔
忠

田
淵
友
市

奥
村
キ
ミ
ヱ

中
田

吉
明

麻
生
満
枝

高
橋
郁
夫

{南
野
田

}

桐
野
譲

小
林
美
国

平
岡
楠
太
郎

{
北野
田
}

藤
家
サ
ダ
カ

大
西
明

美

{上
林
}

八
木
武
雄

森

貞
信

{下
林
】

植
杉
政
治

越
知
目
安
美

細
麿
キ
ヨ
子

波
部

一房
乃

宮
脇
正
一

-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-

二
十
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん

国
民
年
金
の
加
入

手
続
き
を
忘
れ
す
に

一
月
十
五
日
は
成
人
の
日
、
大

人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ
る
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
さ

れ
る
皆
さ
ん
は
、
二
十

一
世
紀
に

向
か
っ
て
大
き
な
夢
と
希
望
に
胸

を
ふ
く
ら
ま
せ
人

生
の
第
一

歩
を

踏
み
出
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

人
生
八
十
年
時
代
の
到
米
と

言

わ
れ
て
い
ま
す

。
卒
業
、
就
職
、

結
婚
、
マ
イ
ホ
ー
ム
:
老
後
。

人
生
を
歩
み
出
す
皆
さ
ん
に
と

っ

て
、
今
か
ら
豊
か
な
老
後
を
考

え
て

「

年
金
な
ん
て
・
:
」

と
感
じ

ら
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
人
は
誰
で

も
年
を
と
り
ま
す

。

「

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
と

言

う
よ
う
に
、

自
分
自
身
の
た
め
だ

け
で
な
く
、
将
来
の
家
族
の
た
め

に
も
、
今
か
ら
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

を
支
え
、
守
る
も
の
:
そ
れ
が
「

国

民
年
金
」

で
す
。

日
本
国
内
に
居
住
す
る

こ
十
議

以
上
六
十
歳
未
満
の
人
は
国
民
年

金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

国
民
年
金
制
度
は
、
皆
さ
ん
を

は
じ
め
若
い
世
代
が
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
お
年
寄
り

を
支
え
、
次
世
代
に
支
え
て
も

ら

う
と
い
う

「

世
代
と
世
代
の
支
え

合
い
」

を
基
準
に
成
り
立
っ
て
い

ま
す

。
二
十
歳
に
な
っ
た
あ
な
た
、
今

す
ぐ

役
場
町
民
課
で
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

。

L
川
崎
「
4

2

4
3

>
1
1
1

1
~

割
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1
 

ぺ
・
1
1

Jl
I

h
-
-
A
S

』間
四3r
g
 

国
民
年
金
か
ら
支
給
さ
れ
る
老

齢
を
支
給

事
由
と
す
る
年
金
は
、

「
雑
所
得
」

と
し
て
取
り
扱
わ
れ

て
い
ま
す

。

年
金
の
支
払
者
で
あ
る
社
会
保

険
庁
で
は
、
所
得
税
が
源
泉
徴
収

20歳/国民年金に入りましよう

さ
れ
た
か
否
か
に
は
関
係
な
く
受

目
的
臥

給
者
全
員
に
対
し
て
、
そ
の
年
の

相

一
年
間
に
支
払
っ
た
年
金
(
支
払

律

日
で
い
う
と
、
そ
の
年
の

二
月
定

以

期
支
払
分
か
ら
翌
年
の

一
月
臨
時

制

支
払
分
ま
で
)
の
総
額
、
源
泉
徴
収
!

税
額
及
び
控
除
の
内
容
等
を
記
載

時

し
た

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

ロ

票
」
を
翌
年
の
一
月
三
十
一
日
ま

一

で
に
送
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

加

す
。

ιA
回
同

源
泉
徴
収
さ
れ
る
人
は
原
則
と

午

し
て
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す

j

る
必
要
は
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い

臥

ま
す
が
、
二
年
以
上
の
年
金
の
支

お

払
者
に
対
し
て
扶
養
親
族

等
申
込

明

書
を

提
出
し
て
い
る
人
や
、
年
金

以
外
に
給
与
等
の
所
得
が
あ
る
入

札

な
ど
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

の

ば
な
り
ま
せ
ん
。

劫

ま
た
、
確
定
申
告
が
義
務
付
け

回

ら

れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
源
泉

出

徴
収
に
お
い
て
は
、
控
除
を
受
け

が

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め

印

(
医
療
費
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
却

等
)
、
源
泉
徴
収
額
を
納
め
過
ぎ
に

明

な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
税

額
還
付
を
受
け
る
た
め
、
昨
定
申

告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
源

泉
徴
収
票
を
な
く
さ
な
い
よ
う
大

切
に
保
管
し
て
お
い
て
下
さ
い

。
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問
い
合
せ
、
申
し
込
み
先

⑩

役
場
福
祉
課
保
健
婦

宮
六
四
l

二
O
O

一
間

内
線
三
二
・
一
二
一
一
一

健
康
"
つ
く
り

料
理
講
習
会

現
代
の
日
本
人
の
食
生
活
の
中

で
、
唯

一
不
足
し
て
い
る
栄
養
素

は

カ
ル
シ
ウ
ム

で
す
。
カ
ル
シ
ウ

ム
は
、
骨
や
歯
を
作
り
、
精
神
の

イ
ラ
イ
ラ
を
お
さ
え
た
り
す
る
と

い
う
役
割
を
も

っ

て
い
ま
す

。

今
以
上
に
、
日
常
の
中
で
気
を

付
け
て
摂
り
た
い
カ
ル
シ
ウ
ム
と
、

そ
の
不
足
に
よ

っ

て
起
こ
っ
て
く

る

「

骨
粗
し
よ
う
症
」

に
つ
い
て

一
緒
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

男
女
問
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

申
し
込
み
先

地
区
衛
生
委
員
又
は

保
健
婦
ま
で

内 骨.,." 担当
| 月

日 場 所 時 間 準備物

1. 骨粗しょう症についての理解エフ。ロン

①J~l困、症状、治療と予防2 月 2 日 (木) 堀池公民館 タ y ノ fー
②運動のすすめ

栄養士午前 1 0時一 タオノレ
2 カルシウム強化のための作戦

保健婦12時30分 筆記用具
①カルシウムの多く合まれている

運動のできる
食品 ・ 調理法3 月 9 日 (木) 南野旧公民館

服装 ②カルシウム強化献立(調理と試食)

病

~ 

ヌL

8U 

今
回
の
テ
1

マ
は
、
「
肥
満
と
骨

粗
し
よ
う
症
」
で
す

。

現
在
、
「
肥
満
」
は
幼
児
期
か
ら

問
一
越
と
さ
れ
、
成
人
だ
け
の
も
の

で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん

。

「

骨
粗

し
よ
う
症
」
に
つ
い
て
も
、

三
十

才
代
で
骨
量
が
平
均
値
よ
り
下
回

っ
て
い
る

人
が
多
く
、
健
康
に

気

を
使
う
五
十
才
代
以
降
の
人
の
方

が
骨
量
が
多
い
場
合
も
あ
り
ま
す

。

今
回
の
教
室
で
は
、

二
つ
の
課

題
を
参
加
者
全
員
で
体
験
学
習
し

な
が
ら

学
ん
で
い
き
ま
す

。
子
供

か
ら
大
人
ま
で
、
参
加
し
た
人
み

ん
な
が
楽
し
み
な
が
ら
減
量
と
骨

強
化
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

。

対
象
者

肥
満
と
骨
粗
し

よ
う
症

が
気
に
な
る

町
内
在
住
の
方

参
加
費

無
料

開
催
場
所

町
民

会
館

内
容一

一月
三
月

肥
満
三
回
コ
l

ス

骨
粗
し
よ
う

症
四
回
コ

ー
ス

※
詳
細
は
、
申
し
込
み
者
に
対
し

直
接
発
送
し
ま
す

。

ど
ち
ら
か

健

教

康

室

一
方
の
受
講
だ
け
で
も
可
能
で

す
。

申
し
込
み
方
法

①
必
ず
事
前
に
、
お
申
し
込
み
下

支
」
い。

②
送
付
さ
れ
た
問
診
票
等
に
記
入

し
、
参
加
時
ご
持
参
下
さ
い

。

③
定
員
に
な
り
次
第
し
め

切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す

。

(
各
コ
ー
ス

定
員
五
十
名
)

<

高
齢
者
手
帳
の
発
行

高
齢
者
手
帳
は
、
新
し
く
六

十
五
歳
を
迎
、
え
ら

れ
た
方
に
、

誕
生
日
の
翌
月
、
住
民
票
の
あ

る
市
町
村
か
ら
、
ご
自
宅
に
お

届
け
し
て
い
ま
す

。
重
信
町
在

住
の
方
は
こ
の
手
帳
を

呈
示
す

る
と
、
足
立
の
庄
の
入
場
料
が

無
料
に
な
り
ま
す

。

現
抗
予
帳
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
、
子
帳
を
発
行
い
た
し
ま

す
の
で
、

役
場
福
祉
課
ま
で
ご

述
絡
下
さ
い

。

電
話
六
凹
|

二
O
O

一
間

内
線
二
五
三



い
の
ち
を
救
え
る
の
は

あ
な
た
か
も
し
れ
な
い

県
で
は
、
骨
髄
提
供
を
希
望
す

る
県
民
の
利
便
を
図
り
、
登
録
を

促
進
す
る
た
め
、
愛
媛
県
骨
髄
デ

ー
タ
セ
ン
タ

ー

に
加
え
、
平
成
六

年
十
月
か
ら
凶
条
中
央
保
健
所
及

び
宇
和
島
中
央
保
健
所
に
お
い
て

も
骨
髄
パ
ン
ク
登
録
窓
口
を
開
設

し
ま
し
た

。

登録受付窓口

施 設 名 開設" 問合せ先 電話番号

西条中央保健所 毎週刊 |曜日
凶粂 rh 村l祥 1'1-1 150 -J 

0897-56-1300 
保健予防諜医務係

宇和島 1-1-1 央保健所 毎週火限卜l
宇和 l 烏 rl-i}什'1I iIlf7 - 1

0895-22-5211 
ft V，忠子制課 |え務係

愛媛県骨髄テータ 毎週 松 Ll I rhî会;[n¥Jlllf80-1 
0899-73-0700 

センター 月 、 ノド 111~R ，k- I-字血液センター

. 7 ・2zιけれよJ

~-，--. '. Iコ1m教室苧F 一|-8~uct.盟主産童画
病気や老化などで日常生活に支障をきたしてい

る Ji に対し、 1) ノ、ビ リ教室を f 打、ます。

対象 IIIT 内在住の方

時間 午後l時30分 -3時30分

場所 111] 民会館

担当者 医師、理学療法仁、作業療法仁保健婦

料金無料

・事前にお申し込み |ごさ し、 。

「お としより 」 とその家族を対象に、心と身体の健

康相談を行います。
家庭で困っていること、自分のことで悩んでい

ること、痴呆に|期するこ となどいろいろな相談に
応じます。 お気軽に ご不IJJ羽下さし、 。

対象町内在住の老人及びその家政

時間 午後2時-4 1 1寺

場所 役場保健婦室
担当者 医師、保健婦

料金 無料
内 容 個別で相談に応じ、必要な指導及び助言

を行います0
・ 予約制です。事前にお申し込み一トー さし、。

fi64-4170 日程表

1 月 9 日 (月 ) ・ 27 日後1

2 月 6 日 (月) ・ 17 日掛

3 月 6 日 (月) ・ 17 日峰)

※健康カレ ンダーの日程とは、一部変
更となりましたのでご了承下さい。

(これは便利J~-'

合保健婦ヘ直通電話ガできました合

-E宣Q!'~ヨ・

2 予防接種ホットライン岱
予防接種の改正に伴い、厚生省は、「予防接種ホ

ッ トライン」を開設し予防接種に関する種々 の電
話相談を行っています。ご利附下さい。 保健%:への健康相談・お問 L 、 合せ等に ご

平IJ II1 トーさし、 。

ィ、必 11寺は、 iZi 守高JIE Z舌にな っ ています。 相
談内科等入れておけば、後で-j}r リ j1!{しお電

話します。

ぜひ、ご利Ifl ド さい 。一」
045-671-1858 

月~金曜日

元気をナイスリターン/はたちの献血。

222金
遠くにいても届けられる、思いやり。

, , 

しっ力、り応援、あなたの健康。
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社重量

事a

問
い
合
せ

・

申
し
込
み
先

町
民
会
館
社
会
教
育
課

宮
六
回
l

一
五
O
O

附

、
丈
一
一
…

1
'

B
v
F
F

一
上

九~
t
J
r

-
手
と

「v
U川
、iy
・

H
J
h
o

-

岨
剛

一手
一
~値
目
咽
?

盛
時

困
層
'
内

調
咽

ょ
っ
三
三
ぜ
一
刀昔
日
〕
九
一

ゴ
一
一
、Jt
λJM
K
一
十三
J

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
促
横
河
原
安

進
の
た
め
、

町
内

の
六
十
歳
以
上
志
津

川

一

の
方
を
対
象
に
、
六
月
か
ら
八
回
西
岡
岡

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
、
福
寿
大
松

学
の
閉
講
式
が
十
二
月
九
日
(
金
)
L
L

あ
り
ま
し
た

。

六
回
以
上
受
講
さ

れ
終
了
証
を
も
ら
わ
れ
た
方
は
下

記
の
皆
さ
ん
で
す

。

今
年
も
、
六

月
か
ら
開
催
す
る
予
定
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

平成6年度重信町福寿夫掌

1/ 

l三l
ノ」
泊三 1/ 
7， 、

良

出
窪

1/ 1/ 1/ 1/ 
1/下北牛川
' 林野 i~IJ " 

匠l

1/ 

、
ル仇
口

一

7橋本本11
 

山
U
H

川

亀

山

西
国

ー
に
「

匂
斗

」
ノ

-A
E

高
須
賀

円
川H

1
4
4

ず
本'

n
ロ

ヨ
ば

M
0
・

、A
仕

立
ロ

戸口
問

山
町

み
や
I

山
開

怯
司1

1
 

東
倉

午
J
h
l

H
坤
4
A
P

E
S

野
中

上
野

71TJ 
カ
ヤ
子

清
議

敬

一

柴
子

降
久

千
柴

引
ん

4
4

孝
チ

十山
守夫

正ナ
広
」

4
J
A
-

サフ
サ
子

会
主

r&
E,

,,-E 

貞
市

芳
子

文
雄

主
主
、

子

τ
，
h
-

a

，

b咽
'
'

一
-

之
氏

♂r小
々
合

4F
制
配
恥
ぺf
+必
什
目m
m刊

' 83 モントUオーJレ r~/iー 』円同
国際映画祭特別招待作呂 'C'~J ー」吠

和11山征二flll監'白

出演 篠田 三郎

問中好子他

平成7年2月 18 日出

第l回午前9時30分- 1 1時30分

第2回午後2"寺 -4 11寺

. 第3回午後6時一811寺
¥.¥. 'r ' 場所!日T民会館大ホール

日íí売券 1000PJ ( 当 1，1 1300PJl 

ïiií売券は 1111 民会館、役場{也にあリます。

電信親と子の良いH央画を観る会

重信町教育委員会 ・ 重{言P1r文化協会

時日

主催

後援

l映画の中には、 |映画館ではI伐リ J._げられないけれどとて

も良い映幽というのがいくつもあ り ます。 今回やさくら*

という作品にめぐ り 会い、一人でも多くの方に鑑賞して項

きたいとの願L 、から、花、j圭の予で上11央会開催に取り組む事

に欽しました。 「人を喜ばせる こ と 」 を 人生の目標とし、桜

の ト ンネルで 人の心をつなごうとした91の生き様。

ぜひ皆線お誘 L 、合わせの」て、ご在ll:.t'I:下さい 。 きっと今年

の似はいつもよ り 美しく 見え ることでしょう 。

(税と :(-の良い|映画を観る会)

重松聡早春ピアノコンサート
3月 7 日 (刈

開場 午後6時30分

HHi寅 午後711寺

nrr民会館大ホール

1000PJ (小学生以 Iて )

(内Fl 1200円)

軍信 IlIr文化協会

Æf古田I教育委員会

可1・信 111 r文化協全

ショパン エチ ュ ード勺下命"

ドビュ ッ シー : ) J の光

シューマン :ダヴィッド lïiH\担舞 1j}1 集他

重松聡プロフィール

北条 dil'I.'， 身。 武j桜野苦楽大~;:・を経て同大学院修 f 。 ソ

口、本内楽、 tfj， 1 1IJ、合H自のピアニストとして活発な ìlii

;終的引を続け、現在に ;￥る 。 また、外I也でコンクール

の事一代、公開講座も行っている。佑 i隊芙刊 !こ 、 rlil上l佐

一郎、ルイ ・ ヒルトフランの l沼氏に 自ilj ~l;~。 さらに、 G. プ

ッフェル ト、 K へルヴ ィッヒの浦氏にも J船主を伺る 。

羽子1 .. 、 武蔵!ff 1"，楽大学校ひ

時

会場

入場料

{糧

援

主
後

日

- '・ . 岬官官E

-
ー』昼 tbE

プログラム

第
五
回

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
展

好評でした

去
る
十

一
月
十
六
日
か
ら
十
八

日
ま
で
、

町
民
会
館
一
階
ロ
ビ
ー

に
お
い
て
「
第
五
回
パ
ッ
チ
ワ

ー

ク
キ
ル

卜
展

・

紫
匂
ひ
作
品
展
」

を
聞
き
ま
し
た

。

遠
く
は
今
治
か

一
。
!

ら
も
米
て
い
た
だ
き
、

一
二日
間

で

ま

約
六
百
人
の
入
場
者
を
迎
え
る
こ

特

と
が
出
来
ま
し
た

。

門
市

作
品
の
素
材
は

U
S
A

コ

y

卜
削

ン
に
限
ら
ず
、
ネ
ク
タ
イ

、
緋

、

合

ち
り
め
ん
等
を

用
い

て
、
バ
ッ
グ

・
ーl

類
の
小
物
か
ら
ベ
ッ
ド
カ
バ
ー

ま

刊

で
い
ろ
い
ろ
な

作
品
を
展
示
し
ま

ι

し
た

。

会
場
は
、
手

作
り
大
好
き

松

な
方
々
で

賑
わ
い
、
と
て
も
充

実

庫

し
た

コ
百
聞
で
し
た
。

公

次
削
は
、
米
年
の
す
ゲ
」
予
定
し融

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

小
さ

u
-
u

な
布
も
大
切
に
、
一
針

一
針
心
を

国

こ
め
た
作

品
作
り
を
し
て
い
き
た

は

い
と
思
っ

て
お
り
ま
す

。

リ
い

述
絡
先
稲
川
六
山

ー
一三

九
九

詳
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紳第17回 忌蕊~!み蕊 ・阪:tI=' :曹曹圃・ 第20回~!み!t!え蕊憾
事健康マラソン夫会 匝繭闘画園 田百歳駅伝食会 健
脚受付 午前8時30分~ 眠曹曹E開明曹司薗 受付 午前8時30分~ 滋
脚 (当日受付) 圃聞圃圃圃画面幽 開会式午前9時~ 位
認 開会式 午前9時~ 監型曹構軍E スタート 午前10時 母
一 一
品 スタート 午前9時10分 E・E・・E・- コース 重信中学校周辺 略

言語 m 盤掴睡盟幽臨画唖E 編成分館単位で男子6名 4J
V加資格町内居住者、町内意麗ー芯五逼 女子4名、合計M 滋
剥 の学校事業所に通勤勤務量躍智 EEF 4崎
潤 する者 室珂 γ薗』 画面 総
事þ ~→J'I ・I;~! 同
胸 Vて~電 磁
脚 去年の駅伝大会ー

胸蹴隔制問問問問斡臨縮問間隔思議
ゅー小骨岬..... .dl"_ゅ+伊+ゅんザゆ+柳-_.... "~"- 砂噌~ ~-伊司.. ~."_ .011"_ゅ... -11... ...... 砂，ゅ- ...-榊 _ .... ..... .... ..... ...... ..... ...-1- 剛- ..-、

? 再会場 日 K みん願す事の 1茎回ダが ンすンた体すはの効持で ー ~ ~ 
! ??費所 時 でま、つつをクは楽ン指ス 。 ス後を 。 、小果ち体ス A"
4 冗 すせスてと、ラ、しス導部愛ではスス体 l が やの卜 恥+ ..... + 
i 大一 町 午第。ん 卜い続生ブ 子みのしの大 i干、 ツ 卜 をかあ体伸レ i ; ムι
ì 止にカ民前ー かレまけ活で供で時て学モをリキレ動らりをび ッ 叱 ? F 司 i
: 1込月会十 . 。 ツすての 学 達す間下生ダ流ズリツか 小 まリ具チ ‘l ! H a ! 
!-f 館ザ 二 窓チ 。 い中んが 。 が守さンしムさチす 6 すフ合運 チ : 仕; !

ふ - 7? 体小つにだこ私毎ぺんダまダせでのま 。 レを動 向 4 ・-.
1 [!LJ 五ム四ヒ操学て取 がでこッ確に ご : ・ー :
i J， 百 時日 J を生はり大ののシかは 7Z i 踊 j
; -e 円 三 隈 ?始のし入 -園、日 雷鳥酷占 ιm 好子クユめ、 ..， : If剛 :
4 売 o 日 えめ皆いれ ・・・ι4主主Z三と主圃・・圃 き供ラす、自 , ; 且 4 
. )し 分 Y てさと、で達ブる 気分 i 毒雪 i

柑 D.1 問E理司R・・・・ , ; ー ;
! 連会時 んのン uυ\， hiE置\仁望割 レまス松年 モ 1 団 !
! 店 契費間 カ;勺誠漁舟~~ごす J てま員長書 写 ; = ;
写 真 一午 ー でぷ噌--ws月号手署員緒論過噂 かレ公雲足モ ム ~ ，本 '
; 子 カ後 !支レ F 叫しげ垣島z "'," 、 守曹略記掴 ら 'j i寅大しダ 2Z i HV :

月五 見ッ信供 て体もし自てネで始スに 学 、ン 'γ l ・ - i
: 六 時 学ストか毎いをして由特 |のま ン毎 重ダ ム ! 紹 !

四 三 三 にンレら週ま通ろ、ににシ移 つ 内年短信ン う. ..... , 
1 J 千 O 来し | 大水すしさダ創子ョ到J て容出期町ス Z2 ; ー ; 

1 八 円分 ててニ人躍 。 てをン作供ン、スは i寅大文教 瓢 1 イ予 ?
! 八 1 みいンま日 実 自ス表達、 コ テ、し 学 化 室 宮 : "1 : 

一 十 ままグで、 感分の現はそンツスてダ祭は ーー? ? 
i 五 時 せすセ重 子 しのおを、しビフ。 トい ンと 91 • ~ 

豊 _#_#_____~_____._#_#_#_#_#_~_____~___~_____ 4険..... __ .'iII"___ J ..... ・ー・-占

重
信
お
や
こ
劇
場二

月
例
会

利率年4.9%

「
地
べ
た
っ
こ
さ
ま

ゃ
あ
l

い
」
(
舞
台
劇
)

、

「
か

っ
ぱ
の
め
だ
ま
」
「
お
こ
ん

内

じ
よ
う
る
リ
」
の
二
話
の
舞
台
劇。

以

民
話
の
世
界
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

。

汗

日
時

二
月
十
五
日
附

広Fh
d
 

午
後
六
時
三
十
分
1

1

町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

額

全
員
制

資

重
信
お
や
こ
劇
場

融

重
信
町
教
育
委
員
会

重
信
町
文
化
協
会

場
所

参
加
費

主
催

後
援

tiv 

有
C下

六
回
|

七
一
八
八

用

六
四
l

一三

七
O

利

六
四
1

一
六
四

一二

ぶン
一

口
一育教の国

連
絡

事 先
寺 山務
田岡所
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四

ぬ
銀

勾
平
成
六
年
十
一
月
十

二
日
か
ら

二
十
三
日
ま
で
の
十
二
日
間

、

平

成
六
年
度
重
信
町
海
外
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。

町
内
在
住
者
三
名
の
方
が
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
及
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
へ
行
っ
て
、
教
育
、
福
祉
、

都
市
計
画
、
消
費
者
問
題
に
つ
い

て
研
修
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
の
お
一
人
、
{
八
吹
義
教

さ
ん
(
牛
測
)
に
研
修
報
告
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

..,.., 
ノス

吹

豪
州
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
旅

義
教

行
政
に
は
馴
染
み
の
薄
い
立
場

の
者
が

、

豪
州
卜

り
ま
で
足
を
遊

ん
で
大
丈
夫

な
の
だ
ろ

う

か
?

'
」
ん
な
不
交
を
抱
え

て

の
旅
Jリ

ち
で
し
た

。

が
、

日

本
に
比

べ
て

人
U

密
度
が
別
分
の
l

と

段
違
い

の
広
大
な
平
原
に
降
り
て
、
大
ら

か
な
人
懐
っ

こ
い
人
達
に
迎
え
ら

れ
南
国
の
防
に
浴
し
て
み
る
と
、

不
安
は
一
変
。
見
聞
き
す
る
も
の

の
珍
し
さ
に
き
ょ
ろ
き

ょ

ろ
す
る

ば
か
り
で
し
た

。

肌
寒
い
凶
を
セ
ー
タ
ー
で
発

っ

た
の
に
、

J川
岸
で
木
止
一
旬
査
が迎
え

て
く
れ
た
の
に
は
、
臼
が
ま
ば
ゆ

い
。
街
の
メ
ガ
ネ
屋
で
は
寸
医
者

の
診
断
書
が
な
い
と
メ
ガ
ネ
は
売

れ
な
い
」
と
門
前
払
い
を
食
い
、

戸
惑
う
や
ら
が

っ

か
り
す
る
や
ら

。

場
末
の
店
で
日
本
料
理
を
注
文
す

る
と
、
味
噌

什
と

一
緒
に
ワ
ニ
の

大
よ
ら
と
カ
ン
ガ
ル
ー
の
焼
肉
が

出
さ

れ
、
箸
を
持
っ
た
ま
ま

恐
々

。

富
上
山
ク

ラ
ス
の
高
嶺
の
氷

川
へ

セ
ス
ナ
機
で
降
り
る
と
、

二
百
メ

ー
ト
ル
の
棋
・
吉
と
聞
き
、
ひ
や
り

と
足

え
の
す

く
む
思
い

。

な
ど
な
ど
行
く
先
々
で
時
差
の

調
整
も
合
め
て

、

凶
い

一泊
の
ピ
ン

ト
介
わ

せ
を
す
る
の
に
大
童
で
し

オペラハウスを/'\ック lニ(シドニー市)

た
。研

修
の
主
な
テ
ー
マ
が
、
象

州

で
は
「
学
校
教
育
」
(
パ
ー
ス
市
)

J
肘
費
者
保
護
」
(
シ
ド
ニ
ー
市
)
、

ニ
ュ
l

ジ
l

ラ
ン
ト
で
は
「
都
市

計
同
」
(
ク
ラ
イ
ス
卜
・

チ
ャ
ー
チ

市
)
「
社
会
福
祉
」
(
オ
ー
グ
ラ
ン

ド
巾
)
と
な
っ

て
い
ま
し
た

。

テ
ー

マ
ご
と
に
行
政
当
局
の
所
轄
ト
ッ

プ
に
よ
る
講
義
が
行
わ
れ

、

質
疑

応
答
の
場
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

同
行
の
人
達
(

二
十
八
名
)
が
他
市

町
の
行

政
担
当
の
ベ
テ
ラ
ン

揃
い

な
の
で
、
日
本
の
実
態
と
の

比
較

質
問
地
も
傍
聴
で
き
て
、
思
い
が

け

な
い

研
修
成
果

を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た

。

オークランド地域事務所で、 社会福祉について話を聞く

E
 

岬ゐ
一

「
外
国
の
旅
は
、
自

分
の
凶
を
如

何
に
知
ら
な
い
か
、
そ
れ
を
反
符

す
る
機
会
だ
」

こ
の
名

活

を
以
加
さ
せ
ら
れ
た

実
り
の
多
い
旅
で
も
あ
り
、

そ

の

意
味
で
は
日
か
ら
鱗
の
必
ち
る
思

い
が
い
た
し
ま
し
た

。

幅
広
い
方
面
に
興
味
と
関

心
を

抱
か
せ
て
く
れ
る
良
い
機
会
に

な

っ
た
、
と
感
謝
し
て

い
ま
す

。

今
凶
の
旅
行
で
見
聞
き
で

き
た

こ
と

は
、
数
え
れ
ば
き

り

が
な
い

で
し
ょ
う
が
、
日
本
の
生
活
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
而
で
有
益
に
性
か
す

こ

と
が

で
き
る
と
忠
い
ま
す

。

百
聞
は

一
見
に
し
か
ず
、
今
後

も
機
会
を
設
け
て
重
信

町
民
の

ん

々
が

一
人
で
も
多
く

海
外
研
修

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い

と
願
う
も
の
で
あ

り

ま
す
。

タスマン氷j可 (ニュージーランド)

「
東
温
ま
ぼ
ろ
し
の

\づ

焼
き
物
」
展「

何

江
戸
時
代
乃
半
ば
か
ら
明
治

の
半
ば
ま
で
、
川
内
町
と
重
伝

町
に
は

陶
磁
器
を
焼

く
窯
が
問

か
所
あ
り
ま
し
た

。

川
内
松
瀬
川
の
三
軒
屋
焼

川
内
市
が
谷
の
則
之
内
焼

貫
伝
聞
の
附
焼

重
信
志
津
川
窪
…

こ
れ
ら
の
窯
は

、
ほ
と
ん
ど

跡
形
も
な

く
、
符

い
人
た
ち
に

は
、
そ
の
存
在

す
ら

忘
れ
去
ら

れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す

。

い
わ
ば

「

ま
ぼ
ろ
し
の
窯
」

ご
町
内
で
、
こ
れ

ら
の

陶
磁

器
を
愛
蔵
さ
れ
て
い
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た

ら
、

ご
連

絡
下
さ
い

0
2
六
回
l

一
一
一
凹

一
凹
拘
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伝
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(
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田
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日
新
聞
社
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量 | 新
星 1 :型

〈
文
学
〉O
大
岡
越
前
守
|

堀
和
久

O

「
救
い主
」
が
殴
ら
れ
る
ま

で
、
燃
え
あ
が
る
緑
の
木
第
一

部
|
大
江
健
三
郎

山
山
山

総
本O

日
本
傑
作
絵
本
シ
リ

ー

ズ
|

福
音
館
喜
店
O

テ
デ
ィ

ベ
ア
の

ど
う
よ
っ
た
ち
|
ミ
ヒ
ャ
エ

ル
・
エ
ン
デ
O

こ
ち
こ
ち
や
ま

の
と
こ
や
さ
ん
ー
か
こ
さ
と
し

他
児
童
書

O

マ
l

コ
レ
イ
建
築
シ
リ
ー
ズ

全
五
巻
ー
デ
ビ

ッ
ド

・

マ
l

コ

レ
イ

O

手
話
(
て
こ
と
ば
)
の
本

シ
リ
ー
ズ
全
六
巻
あ
す
な
ろ

世
一日巻
O

原
ゆ
た
か
の
か

い
け
つ

ゾ
ロ
リ
シ
リ
ー
ズ
他

環
境
問
題
の
書

O

環
境
と
リ
サ
イ
ク
ル
全
ト

二

巻
l

小
峰
書
店
O

剖
と

子

の
牛

乳
パ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
教
室

l

美
術
出
版
社
他

図
書
館
案
内

開
館

火
曜
日
j
H

曜
日

九
時
1

卜
七
時

三
十
分

休
館

月
曜
日

・
第
三
日
曜
日

・

凶
医
の

祝
日

・

毎
月
末
日
(
年
末

・

年
始
・

曝
書
期
間
)

閉
館
時
の
返
却

玄
関
右

側
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
ド
さ

、

o

h'v
 

個
人
貸
出

一
人
、
凹
冊
、
十
四
日
以
内
で
す

。

始
め
て
利
附
さ
れ
る
方
は
、
申
請

書
記
入
の
う
え
、
身
分
証
明
書
と

い
っ
し
ょ

に
ご
提
示
下
さ
い

。

貸

出
券
を
交

付
し
ま
す

。

団
体
貸
出

一
グ
ル
ー
プ
三
イ
名
以
上
で
五
卜

冊
、
三
十
日
以
内

。

団
体
貸
出
を
鉢

願
書
に
記
入
し
、
ご
提
出
下
さ
い

。

※
図
書
館
の
本
の
利
用
は
、
す
べ

て
無
料
で
す

。

コ
ピ
|
(
有
料

一
枚

二
十
円
)
も
で
き
ま
す
。

調
べ
た

い
こ
と
な
と
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い

。

T
E
L

六

問
l

三
山

一
凹
ま
で

。

一
月
休
館
日

一
i

四
円
、
九
日
、

一
五
H

、

一

L
ハ
H

、

二
三
日
、

三
O
H

、

コ
二

1::1 

利
用
状
況
(
十
一
月
分
)

O

貸
出
者
数
一
、
二

七
七
人

O

貸
出
冊
数
:
四
、

一
一
九
刑
(
紙

芝
居

・
雑
誌
を
含
む
)

図
書
寄
贈
の
お
私

〈
町
内
〉
O

相
原

一
さ
ん

O

石
原

利
子
さ
ん

O

森
田
栄
子
さ
ん

O

恒

岡
寿
々
子
さ
ん

:
・

以
上
の
方
々
か

ら
図
書
を
寄
贈
下
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

古
典
講
座
「
源
j
iu

「
米
穀
通
帳
は
ど
う
な

っ
た
の

日
本
の
国
際
貢
献
が
著
し
く
問

か
し
ら
」
、
名
保
偵
・
浅
見
光
彦
の
わ
れ
る
今
だ
か

ら

こ
そ
、
こ
の
人

母
が
ふ
と
口
に
し
れ
/
二

言
か
ら

、

の
考
え
を

聴
い
て
み
た
い

。

そ
の

す
べ
て
が
始
ま
っ
た
。
米
穀
卸
商
生
い
立
ち
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
苦

の
坂
本
に
問
い
合

わ
せ
る
と

、
数
闘

五
O
O
H

ま
で

を
、
女
性
外
信

日
後
、
彼
の
ポ
死
体
か
東
京
湾

に
部
長
が
克
明
に

描
い
た
、
初
の
明

浮
か
ん
だ

。

石
康
論

。

つli
l

-

-
I
l
l

i

-
-

-
-

ー

」

弁
護
士
活
同
法
|
佐
藤
友
之

O

一
一
新
刊
図
書
案
内

一

キ
ャ
リ
ア
カ

l
ル
の
5
2

一
一

世
波
り
術
|
鳥
護
恵

チ

一
般
書

〈
医
学
〉
O

か
ら

だ
の
設
計
図

l

同

〈
歴
史
〉O
発
掘
を
科
学
す
る

l

旧
田
節
人

O

名
医
か
教
え
る
こ
ん

中
琢
O

中
東
共
存
へ
の
道

|

広
な
症
状
は
す
く
病
院
へ
行
け

|

河
隆
一
講
談
社

〈
担
全
科
学
〉
O

知
っ

て
お
き
た
い
〈
家
政

学
〉
O

お
気
に
入
り
の
米
料

理
1

有
元
菓
子
O

竹
内
富
貴

子

の
低
カ
ロ
リ
ー

の
へ
ル
シ
|
料

理
l

竹
内
富
貴

子

〈
音
楽
〉
O

レ
ナ
l

ド
・
ハ
|
ン
ス

タ
イ
ン

l

ジ
ョ

l

ン

・

パ
イ
ザ

|

O

子
と
も
の
歌
を
一
諮
る
|
山

住
正
己

毎
月
第

一
・

三
木
曜
日

午
後

一
時
三
卜
分
i

三
時
三
卜

分

凶
書
館

三
階
会
議
宅

美
山
端
先
引

(
愛
媛
大
学
教
授
)

聴
講
料

月

二
千
円

申
し
込
み
先

西
山

宮
六
回
l

三
八
九
九

現
在
っ
須
磨
の
巻
」
に
入
っ

た
と
こ
ろ
で

、

物
語
中

、

一
番

の
山
場
で
す

。

日
時

講場
師所

一

光
門

口
す
の
「

読
書
感
想
文
入
賞

一

一
名
」
中

、
葛
原
真
美
さ
ん
(
市
古
井
一

一
小

一
年
)
と
あ
り
ま
し
た
の
は
、

一

一
梼
原
真
文
さ
ん
(
市
古
井

小

一
一

一
年
)
の
誤
り
で
し
た
の
で
、
こ
、

二

一
に
渇
救
し
て
、
お
わ
び
中
し

上
け
一

一
ま
す

ν

一
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第
六
回
重
僧
町

人
権
を
語
る
集
い

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
を

人
権
週
間
と
し
て
、
全
国
的
に
人

権
を
テ
ー
マ

と
し
て
各
種
の
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す

。
本
町

に
お
き
ま
し
で
も
、
去
る
十

二
月

十
日
に
「
第
六
回
重
信

町
人
権
を

語
る
集
い
」
(
重
信

町
・
重
信
町
教

育
委
員
会

主
催
)
を
町

民
全
館
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て

三
宵
名
の
参
加

の
も
と
開
催
い
た
し
ま
し
た

。

小
・
中
・
高
校
生
の
人
権
作
文

の
発
表
、
公
民
館
代
表
の
方
の
意

見
発
表
や
重
信
中
学
校
演

劇
ク
ラ

ブ
の
人
権
劇
、
そ
し
て
、
講
演
会

な
ど
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

私
達
の
社
会
に
は
、
驚
異
的
な

経
済
発
展
と
は
裏
腹
に
、
物
と
金

に
恵
ま
れ
す
ぎ
、
温
か
い

心
の
通

い
合
う
家
庭
、
地
域
社
会
が
昔
日

の
面
影
を
ひ
そ
め
、
各

個
人
に
保

障
さ
れ
て
い
る

人
権
が
、
侵
害
さ

れ
て
い
る
事

例
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
改
め
て
お
互
い

が
、
毎
日
の
生
き
方
を
見
直
す
こ

と
を
手
始
め
と
し
て
、
町
民
一
人

残
ら
ず

「
生
ま
れ
て
き
て
良
か

っ

た
。
」
と
い
え
る
よ
う
な
社
全
づ
く

り
、
人
間
関
係
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
、
と
も
に
集
い
語
り
合
う
た
め

に
開
催
し
ま
し
た

。

そ
こ
で
発
表
さ
れ
た
拝
志
小
学

校
五
年
生
の
森
奈
津
さ
ん
の

「
み

ん
な
な
か
よ
し
度
一

O
O
%
」
と

い
う
作
文
を
ご
紹
介
し
ま
す

。拝志小学校 五年

森 奈津さん

拝
志
小
は
、
全
校
児

童
一
三
九

人
と
い
う
小
さ
な
学
校
で
す

。
し

か
し
、
み
ん
な
の
仲
良
し
度
は
、

他
の
学
校
に
は
負
け
ま

せ
ん
。

そ

こ
で
、
み
ん
な
の

仲
良
し
度

重信中人権'IJr渋染一授」

を
紹
介
し
ま
す

。

ま
ず
、
全
校

一
三
九
人
と
先
生

が
た
と
の
給
食
で
す

。

「
な
か
よ
し

ル
ー
ム
」
と
い
う
部

屋
で
、
み
ん

な
と
い
っ
し
ょ
に
食
べ
て
い
ま
す
。

「
な
か
よ
し
ル

l

ム
」
は
、
仲
良

し
度
を
育
て

る
と

こ
ろ
だ
と
忠
っ

て
い
ま
す

。

そ
の
名
の
と
お
り
み

ん
な
で
、

仲
良
く
楽
し
く
食
べ
て

い
ま
す

。

ま
た
、
全
校
授
業
も
あ
り
ま
す

。

み
ん
な
で
、
雨
の
日
の
過
ご
し
方

に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た

。

ど
う
し
た
ら

問
題
が
解
決

す
る
か
な
と
「
う
ー
ん
」
と
煩
を

ひ
ね
り
な
が
ら
み
ん
な
で
考
え
ま

し
た

。

そ
の
お
か
げ
で
、
と
て
も

い
い
考
え
が
生
ま
れ
て
、
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
解
決
し
ま
し
た

。

全
校
工
作
も
し
ま
し
た
。

「
楽
し

い
学
校
に
し
よ
う

。

」
と
い
う
全
校

授
業
で
、
「

全
校
で
工
作
が
し
た

い
。

」
と
い
う
意
見
が
出
て
、
実
行

さ
れ
ま
し
た

。

最
初
は
、

三
人

、

五
人
で
作
っ

て
い
た
と
こ
ろ
も
、

十
人

、

二
十
人
と

協
力
し
て
、

で

き
た
も
の
を
つ
な
ぎ
た
く
な
り
ま

し
た

。

こ

の
工
作
で
、
協
力
の
大

切
さ
な
ど
が
分
か
り
ま
し
た

。

こ
の
よ
う
に
み
ん
な
明
る
く
て
、

仲
良
し
で
す

。

ま
た
、
み
ん
な
そ

れ
ぞ
れ
ょ
い
と
こ
ろ
を
も
っ
て
い

ま
す

。
そ
れ
を
み
つ

け
る
の
が
「
い

い
こ

と
さ
が
し
カ
l

ド

」

で
す

。

よ
い
こ
と
を
し
た
の
を
見
た
り

し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
と
書
き
ま

す
。

そ
れ
を
朝
の
放
送
で
読
ん
で

も
ら
い
ま
す
。
私
も

書
い
て
も

ら

っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す

。

そ
の
時

は
、
と
て
も
気
持

ち
が
よ
か

っ
た

で
す

。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
み
ん

な
の
た
め
に
な
ろ

う
と
考
え
ま
し

た
。

私
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
も
み
ん
な

が
仲
良
く
な
る
た
め
に
、
頭
を
ひ

ね
っ

て
考
え
ま
し
た

。

そ
れ
を
紹

介
し
ま
す

。

ま
ず
、
ク
ラ
ス
の
名
前
を
き
め

ま
し
た

。

「
フ
ァ

イ
ト

K
&

幻
」
で

す
。
K

は
先
生
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
、

幻
と
い
う
の
は
ク
ラ
ス
全

員
の
こ

と
で
す

。

学
級
の
合
言
葉
も
あ
り
ま
す
。

一 、

何
で
も
あ
き
ら
め
ず
最
後
ま

で
や
ろ
う

。

一 、

一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
て
い

こ
、
7
0

で
も

、

な
か
な

か
う
ま
く
い
か

な
い
こ
と
も
あ

リ
ま

す
。

そ
の
よ

う
な
と
き
お
互
い
の
気
持
ち
を
出

し
合
い
、
反
省
を
し
、
悪
か

っ
た

と
こ
ろ
は
直
し
、
よ
か
っ
た
と
こ

ろ
は
続
け
て
や
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す

。
私
た
ち
拝
志

小
学
校
は
、
学
年

に
関
係
な
く
ど
の

学
年
の
子
と
も

遊
ん
で
い
ま
す

。
全

校
生
み
ん
な

と
友
達
で
す

。

私
は
、
他
の
学
年

の
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
る
拝
志

小
学
校
に
通
っ

て
い
て
、
と
て
も

よ
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す

。

こ

れ
か
ら
も
、
も

っ

と
み
ん
な
が
楽

し
く
な
る
よ
う
な
、

}
と
を
考
え
て

仲
良
し

の
く
る
ぐ
る
回

し
を
し
て

い
き
た
い
で
す

。

篤

士
ゆ

イサ

寄

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い

土
品
1
U
れ
~。

波
部
照

子
さ
ん
(

川

窪
)

西
岡

子
供
会
の
皆
さ
ん

大
北
武

さ
ん
(
ヰ
洲

)

岡
多
正
さ
ん
(
北
野
田
)

武
智
桂
さ
ん
(
田
窪

)

和
田
喜
美
一
さ
ん
(
山
之
内
)

凶
口
ト
ヨ
子
さ
ん
(
田

窪
)

池
川
清
太
郎
さ
ん
(
見
奈
良

)

牧
清
行
さ
ん
(
北
野
田
)

波
部
ツ
ネ

子
さ
ん
(
上
林
)

八
木
光
秋
さ
ん
(
牛
洲

)

重
信
町
女
性
塾

の
皆
さ
ん

相
原
圭

一
さ
ん
(
北
野
田
)

四
国
コ
カ
コ
l

ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
鮒

池
川
広

一
さ
ん
(
見
奈
良

)



中
央
レ
デ

T
l

ス
学
級

ー

我
が
町
重
信
町
探
訪
・
施
設
訪
問
|

女
性
の
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
当
学
級
の
最
近
の
も

の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

画
我
ガ
町
重
信
町
探
訪

日
本
考
古
学
会
会
員
の
高
橋
大

蔵
先
生
(
南
野
回
)
を
講
師
に
町
内

の
文
化
財
を
訪
ね
ま
し
た
。

性

だより

1 13・包日ιけのふ:

女

z-
施
霞
訪
問

県
立
第
三
養
護
学
校
高
等
部
一

年
生
の
生
徒
と
共
に
、
紙
工
芸

・

印
刷

・

縫
製
・

陶
芸

・

園
芸
の
実

習
を
行
い
、
障
害
児
教
育
に
対
す

る
理
解
を
深
め
ま
し
た

。

4
V圃

熱心な講師と学級生

女

性

塾

-
『
重
信
の
自
然
観
察
」
に
参
加
し
て
l

‘ 
生徒と共に実習する学級生

十
一
月

二
十
四
日
、
「
重
信
の
自

然
観
察
」
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

素
晴
ら
し
い
日
本
晴
れ
の
下
、

案
内
役
は
南
日
本
自
然
史
研
究
所

長
の
楠
先
生
で
、
最

初
の
目

的
地

は
阿
歌
古
渓
谷
で
し
た

。

車
で
酒
だ
る
村
ま
で
行
き
、
そ

こ
か
ら
傍
ら
に
咲
く
野
の
花
の
名

前
を

一
つ
一
つ
伺
い
な
が
ら

山
道

を
歩
き
ま
し
た
。
「

こ
れ
が
ヤ
マ
シ

ロ
ギ
ク
で
、
こ
の
薄
紫
の
が
ノ
コ

ン
ギ
ク
」
、
み
ん
な
蛍
心
に
返
り
目

を
輝
か
せ
て
見
入
り
ま
し
た
。
盛

り
は
過
さ
て
い
ま
し
た
が
、
紅
葉

も
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

普
通
の
カ
エ
デ
は
、
緑
か

ら
赤
に

紅
葉
し
ま
す
が
、
オ
オ
カ
エ
デ
は

緑
か
ら
賞
そ
し

て
赤
と
変

化
し
、

珍
し
い
そ
う
で

す
。

何
気
な
く

見
て
い
る
自
然

の
中
に
、
よ
く

見
る
と
而
白
い

現
象
が
色
々
あ

る
こ
と
を
知
リ

ま
し
た

。

こ
の
山
以
か
介
品

自
然
:
・
:
・
し
か
し
こ
の
辺
り
も
農

薬
や
開
発
の
影
響
で
、
年
々
生
き

物
や
植
物
の
種
類
が
減

っ
て
い
る

そ
う
で
す

。

こ
の
H

の
第
二
の
目
的
地
で
あ

っ

た
三
ケ
村
泉
の
自
然
な
ど
と
共

に
重
信
町
に
は
誇
る
べ
き
自
然
が

ま
だ
伐
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、

私
達
の
住
む
べ
き
環
境
の
指
針
と

し
て
の
生
物
が
数
多
く
存
在
し
て

い
る
の
で
す

。

そ
の
自
然
を
守
る

と
い
う
こ
と
が
、
結
局
は
人
間
が

生
き
て
い
く
た
め

に
は
必
要
な
の

だ
と
い
う
お
話
が
、
と
り
わ
け
耳

に
残
り
ま
し
た

。

(
女
性
塾
生

て谷苦
究

古歌阿エφ'
'
 

E
L
 

-
，

れ

-
Bh
叫r

-

品
M

、

薬工草刈

T
-
H
)
 

婦

人

4泊.
'23i; 

ー

え
ひ
め
婦
人
大
会
に
参
加
・

伊
賀
ツ
タ
ヱ
さ
ん
受
賞!

婦
人
全
の
県
大
会

y

え
ひ
め
婦

人
大
会
。
が
十
一
月
八
日

、
県
民

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
席

上
伊
賀
ツ
タ
ヱ
さ
ん
(
志
津
川
)
が

長
年
の
婦
人
会
活
動
の
功
績
に
よ

リ
、
「
婦
人
全
功
労
者
表
彰
」
を
受

賞
し
ま
し
た

。

他
市
町
村
の
婦
人
全
の
方
に
よ

る
研
究
発
表
の
あ
と
、
西

川

へ
レ

ン
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
「
女
の

夢
、
妻
の
願
い
、
そ
し
て
母
の
祈

り
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
二
世
と
し

て
差
別
さ
れ

な
が

ら
、
た
く
ま
し
く
生
き
て
き
た

感

動
の
話
で
し
た

。

表彰される
伊賀ツタヱさん

り
し

-々を
ーも 〈よ令

1) 

-~・ユーモアと涙で訴える
西川へレンさん
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①保温材を巻きます。 蛇口

が破裂しやすいので、拾

のように完全に包んで下

さ L 、 。

防毒のじかた

気温がマイナス fC 以 Fになリますと、防寒の不完全
な水道管は凍っ たリ、破裂したリします。とくに多
いのは次のようなところです。

①/](道管がむき出しにな っ ているところ
②ボ道管が北向きにあるところ
③風あたリの強 L 、ところ

O凍結して水が出ないときは、蛇口を開け、タオル
などをかぶせ、ぬるま 湯をゆ っ くリとかけて下さ
い。 熱湯を急、i駄にかけると、破裂する場合がある
ので、注意 してドさい。

③メーターボ ッ クスの '1 'に
{史ぃ Iおしのもイfjや布切れ

などを入tL、メーターボ

y クスの J -_ にタンボール

などをのせて保温してド

L三こ

重
倍
史
談
十
三
号
発
行

、 F宅 ・.
‘ .、子、『

3ド)\ .. ;パ
J 、;... ，司~

重
信
史
談
会
(
武
知
円
成
彬
全
長
)

か
ら
こ
の
ほ
ど
、
会
誌
「
重
信
史

談
」
卜

三
号
(
A
5
判
・
八
卜
七

ペ

ー
ジ
)
が
発
行
さ
れ
ま
し
た

。

内
容
は
「

一千
同
氏
系
図
の
行
方
」

森
常
蔵
氏
、
「
亨
保
の
飢
鐘
と
松
山

騒
動
」
別
府
頼
雄
氏
、
「
江
戸
時
代

の
笠
付
角
柱
墓
標
」
高
橋
大
蔵
氏
、

「
山
石伽
羅
城
主
和
田
氏
の
居
館

に

つ
い
て
」
波
部
正
寿
氏
、
「
山
寺
間

談
抄
」
井
上
龍
雄
氏
、
「
ー

浮
島
陵

を
守
っ

て
l

九
度
山

の
御
墓
は
実

質
御
陵
で
は
な
い
」
相
原
龍
氏
、

「
大
正
ロ
マ
ン
諜

|

『
華
宵
と
そ

の
兄
』

の
こ

と
な
ど
」
武
智
成

彬

氏
な
ど
力
作
揃
い
で
す

。

中
で

も
異
色
は

武
智
氏

の
「
『
華

宵
と
そ
の
け
ん
』

の
こ
と
な
ど

」
。

商

品
亀
太
郎
と
い
う
実
直
勤
勉
な
実

業
家
で
あ
り
政
治
家
で
あ

っ
た
兄

と
、
弟
の
行
情
挿
絵
画
家
華
宵
が
、

兄
弟
と
い
う
紳
に
結
ば
れ
な
が

ら
、
大
正
と
い
う

時
代
を
生
き
た

姿
が
克
明
に
、
リ
ア
ル
に
描
か
れ

て
い
て
興
味
涼
く
読
め
ま
す

。

表
紙
は
北
吉
井
小

学
校
五
年

、

高
出
留
美
さ
ん
(
現

・

重
信
小

一

年
)
の
祭
リ
神
輿
の
絵
で
飾

つ

で

あ
り
、
郷
土
色
濃
い
会
誌
に
仕
上

が
っ

て
い
ま
す

。

頒
布
価
格

一
部
九
百
円

。

購
入
申
し

込
み
先

陀
史
民
俗
資
料
館
内

重
信
史
談
会
事
務
局

位
六
川

三
川

一
間

弘
a
um
農
業
セ
ン
サ
ス
に

d
at

m

ご
協
力
を
f

-

平
成

七
年

一
月
下
旬
か
ら

一
九

九
五
年
農

業
セ
ン
サ
ス
を
実
施
し

ま
す

。
こ
の
調
査
は
、
す
べ
て
の
農
家

や
農
業
を
常
む
事
業
体
を

一
斉
に

調
査
す
る
も
の
で
「
農
業
の
同
勢

調
査
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す

。

調
査
員

が

訪
問
し
た
際

に
は
、
こ
協

力
を
お
願
い

し
ま
す

。

内線2 1 2 ・ 2 1 3

~その一票 あなたと県政 つなぐ橋~

1月22日(日)
愛媛県知事選挙投票日

当日、仕事ややむを得ない用務で投票できない
方は、 1 月 5 日から 21 固までの間前もって不在者投
票ができます。 詳しいことは、 重信町選挙管理委

員会へお問い合せ下さし 、

n64-2001附)

ト 教育相談室 | 
毎週木曜日 午後l時-5時
1 月 11 、 18、 25 日
2 月 1 、 8、 15 ， 22 日
間書館3階
64-3437 
l直徳米られてもかまいません 。

友人関係・しつけ・学習方法・いじめ・学校不適応な
どお気軽にご相談ください。

②手近なも のとして、毛布、
布などを利附してドさし、。

なお、これらがぬれない

ように、 lーからビニール
などを巻いてドきい。

-日時

-場所
・電話



十
二
月

二
日
、
町
民
全
館
で
重

?

信
町
家
庭
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
「
男

b
U
2の
料
理
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

φ

℃
た
。
重
信

町
保
健
栄
養
推
進
協
議

f
・
全
の
方
々
の
指
導
を
受
け
、
慣
れ

園
田

な
い
包
了
を
躍
り
約

四
卜

名
の
男

-
u一性
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
レ
ま
し
た

(

に

不
ギ
を
き
ざ
み
、
ご
ぼ
う
を
笹

房
が
き
し
た
り
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

厨
「
さ
ば
の
み
ぞ
れ
焼
き
」
「
牛
乳
つ

子
み
れ
汁
」
な
ど
五
品
目
の
料
理
に

男
腕
を
振
る
い
ま
し
た
。

G
V
 

卜

一
川

二
十
七
日
、
町
民
会
舶

に
お
い
て
、
次

優
の
マ
ッ
ハ

・

文

米
さ
ん
を
迎
え
、
健
康
づ
く
リ
に

つ
い
て
の
講

演
が
あ
り
ま
し
た

。

間
百
朽
の
町
民
が
集
ま
っ
た
小
、
演

ス
リ
ム
な
身
体
に
ブ
ル
ー
の
ス
1

講

ツ
を
折
こ
な
し
、
ジ
エ

ス
チ
ャ
!

ん

ま
じ
り
に
話
す

「
マ
ゾ

ハ
流
エ
、J
治

、
ン
ヨ
イ
健
成
法
」
は
、

一
般
的
に

7
J

ハ
わ
れ
て
い
る
健
康
三
附
則
を
軸

り

に
し
た
も
の
で
し
た
。
栄
義

・

休

リ

養
・

起
動
に
加
え
、
健
康
茶
を

一

わ

日

に

叩
4

く
ら

い
飲
む
と
い
う
話

に
は
驚
き
ま
し
た

。

新
し
い
水
を

と
り
入
れ
、
老
廃
物
を
出
し
、
身

体
の
浄
化
を
図
る
と
い

う
も
の
で
、

1 15 ・τc乙けめよ;

版

こ
れ
は
、
実
行

し
て
み
る

価
値

が
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
笑
い
が
あ

り
、

驚
き
が

あ
リ
、
な
こ
や
か
な

一
本
間
気
で
終

了
し
ま
し
た

。

二
番
亥
の

子
の
十
一
月

二
十

一

H

に
、
南

古
井
第
二
保
育
所
で
、

ヲ
」ん

児
童
八
卜

三
名

と
老
人
ク
ラ
ブ
全

た
員
二
十
二
名
の
交
流
も
ち
つ
き
大

つ
会
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

ぺ

保
育
所

の
庭
で
、
老
人
ク
ラ
ブ

J

全
員
に
よ
っ
て
つ
い
た

二
十
う
す

υ
の
も
ち
は
、
老

人

の
五
々
と
児
童

小
の
手
に
よ
っ
て
、
ひ
と
つ
ず
つ

丸

ぺ
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は

二
番
亥
の
子
の

ん
日
と
い
う
こ
と
で
、
老
人
の
方
々
か

た
ら
蕎
亥
の
チ
づ
く
リ
や
亥
の
子
歌

し

を
教
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
み
ん

/

な
で
つ
き
た
て
の
も
ち
を
食
べ
て
、

楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。

卜

一
月

ニ
ト

j
H

聞
に
川
川
敷
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
た
老
人
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
は
ト
五
チ
ー
ム
約
百

余
名
の
お
年
寄
り
が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
コ

l

卜

を
引
き

川
り
、

一
プ
レ
イ

一
プ
レ
イ

に

一
点
二
憂
し
て
い
ま
し
た
。

ト
代
順
位
は
次

の
と
お
り

で
す
。

優
勝

川
花
束
チ
l

ム

位
十
百
具
申
努

今
I

h
-
-

よ
村
A
チ
l

ム

第
三
位

l
.
村
B

チ
l

ム

田窪東チーム勝f憂

a
、
え

U

4
H

ん
つ

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ

い
ま
す
。

今
年
は
五
年
l

卜

二
支
最
後
の

一ト
支
で
す

。

と
い
う
わ
け
で
表
紙

の
写
真
の
イ
ノ
シ
シ
く
ん
(
ち
ゃ

ん
?
)
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う

、

。

カ

平
成
ヒ

年
最
初
を
飾
る
に
ふ
さ

わ
し
い
表
紙
と
い
う
こ
と
で
、
特

に
今
川
は
気
を
使
い
考
え
た
結

果
、
イ
ノ
シ

シ
し
か
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
リ
(
ま
あ
な
ん
と
単
純

な
)
で
、
探
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
い

ま
し
た
、
い
ま
し
た

。

中
汀
の
イ
ノ
シ
シ
は
、
突
然
の
見

知
ら
ぬ
訪
問
者
に
か
な
り
驚
い
た

糠
子
で
、
大
興
奮

。

見
か
け
に
よ

ら
ず
神
経
質
で
管
戒
心
が
強
く
、

カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
鉄

砲
か
何
か

と
勘
違
い
し
た
ら
し
く
お
リ
の

小

を
激
し
く
行
っ
た
り
米
た
リ
。

時
々
威
嚇
も
し
た
り
し
て
な
か
な

か
ど
う
紘
で
、
そ
の
様
は
ま
さ
に

「
結
山
人
拡
進」
。大
丈
夫
と
わ
か

っ

て
い
て
も
、
思
わ

ず

「
キ
ヤ
ツ
」

と
い
う
声
と

い
仇も
ち

つ
く
こ
と
何

同
か
。

本
年
も
、
明
る
い
や
さ
し
い
し
仏

報
誌
づ
く
り
に
が
ん
ば
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

広報の早期配付にご協力下さい。

上村Aチーム準優勝
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場
所
は
上
林
小
学
校
。

校
庭
の
防
球
ネ

ッ

ト
と
木

を
利
用
し
て
、
飾
り
付
け

ら
れ
て
い
ま
す

。

こ
れ
は
、
地
元
の
「
だ

る
ま
会
」
の
メ
ン
バ
ー

六
名

が
、
道
路
公
団
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
譲
り
受
け
、

テ
ザ
イ
ン
を
考
え
な
が
ら

半
日
か

け
て
の
力
作

。

今
月
半
ば
ま
で
見
ら

れ

ま
す
。
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